
討討

論論

予
算
に
対
す
る
組
み
替
え
を

求
め
る
動
議
提
案
説
明

日

本

共

産

党

平
成
二
十
九
年
度
東
大
阪
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
組
み
替
え
を
要
求
す
る
。

第
一
に
、
新
旭
町
庁
舎
建
設
事

業
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
等
整

備
事
業
、
図
書
館
整
備
事
業
に

か
か
わ
る
債
務
負
担
行
為
の
削

除
を
求
め
る
。
第
二
に
、
三
つ

の
歳
出
に
つ
い
て
、
ま
ず
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
整
備
事
業
の
縮
小
、

新
旭
町
庁
舎
建
設
事
業
の
削
減

を
求
め
る
。
次
に
、
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
南
伸
推
進
事
業
、
グ
リ

ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か
解
体

事
業
、
一
貫
教
育
推
進
事
業
の

削
減
を
求
め
る
。
次
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
各
活
動
費
、
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
促
進

事
業
、
荒
本
斎
場
委
託
料
な
ど

の
削
減
を
要
求
す
る
。
一
方
、

ひ
き
こ
も
り
等
子
供
若
者
支
援

事
業
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
運
営
安
定
化
事
業
、
医
療
的

ケ
ア
補
助
事
業
、
障
害
者
地
域

生
活
支
援
事
業
、
中
小
企
業
振

興
会
議
経
費
、
物
づ
く
り
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
推
進
事
業
に
か
か
わ

る
予
算
は
増
額
を
求
め
る
。

修
正
案
提
案
説
明

大

阪

維

新

の

会

平
成
二
十
九
年
度
東
大
阪
市

一
般
会
計
予
算
中
、
議
会
費
に

お
け
る
政
務
活
動
費
交
付
金
を

ゼ
ロ
円
に
す
る
修
正
案
で
あ
る
。

そ
の
他
の
予
算
部
分
に
関
し
て

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。我
々

は
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
に

組
み
込
ま
れ
た
政
務
活
動
費
八

名
分
、
換
算
で
千
四
百
四
十
万

円
を
頂
か
ず
に
活
動
し
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
ル
ー
ル
作
り
が
で
き
る
ま

で
い
た
だ
か
な
い
。
政
務
活
動

費
は
我
々
も
必
要
と
考
え
て
い

る
が
政
治
不
信
は
選
挙
前
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
不
適
切
な

支
出
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
し
、
後
払
い
制
度
等
を
踏
ま

え
、
い
っ
た
ん
廃
止
し
、
改
め

て
政
務
活
動
費
の
在
り
方
を
見

直
す
べ
き
で
あ
る
た
め
提
案
す

る
。自

民

党

ク

ラ

ブ

新

社

会

党

正

!

の

会

つ

ば

さ

の

会

東

大

阪

立

志

の

会

蓮

の

会

東

大

阪

明

政

の

会

新
永
和
図
書
館
整
備
に
係
る

設
計
等
整
備
委
託
料
、
債
務
負

担
行
為
一
億
千
五
百
五
十
万
円

は
、
設
計
費
と
工
事
費
を
含
ん

だ
設
計
施
工
一
括
発
注
と
し
て
、

旧
市
民
会
館
跡
地
に
建
設
さ
れ

る
新
商
工
会
議
所
の
一
部
に
新

永
和
図
書
館
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。
東
大
阪
商
工
会
議
所

と
新
永
和
図
書
館
を
あ
わ
せ
て

整
備
す
る
こ
と
に
反
対
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
整
備
事
業

に
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
基

本
構
想
を
も
と
に
今
後
の
図
書

館
像
を
描
い
た
、
新
永
和
図
書

館
整
備
基
本
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
図
書
館
占
有
面
積
や
蔵
書

数
な
ど
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
基
本
計
画
に
立
ち
返

り
、
商
工
会
議
所
と
し
っ
か
り

協
議
し
た
上
で
、
工
事
費
を
改

め
て
予
算
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
債
務

負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
工
事

費
を
減
額
し
、
設
計
費
五
百
五

十
万
円
の
み
を
平
成
三
十
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
と
す
る

減
額
修
正
を
提
案
す
る
。

日

本

共

産

党

平
成
二
十
八
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
は
、
医
業
の
体

制
確
保
な
ど
ま
だ
不
十
分
で
あ

る
。
ま
た
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

に
係
る
中
期
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
は
、
中
河
内
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
受
託

等
の
安
定
運
営
の
展
望
が
見
出

せ
な
い
こ
と
等
か
ら
反
対
。
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
に
係
る

四
案
件
に
つ
い
て
は
、
定
例
会

中
、
当
局
が
説
明
責
任
を
果
た

さ
ず
建
設
水
道
委
員
会
の
審
議

が
で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
反
対
。
平
成
二
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
再
編
整
備
な
ど
の

建
設
費
用
等
、
重
点
的
に
予
算

配
分
す
る
一
方
、
市
民
の
暮
ら

し
に
か
か
わ
る
福
祉
や
教
育
、

経
済
支
援
な
ど
の
施
策
事
業
で

執
行
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
の
予

算
削
減
や
手
法
の
変
更
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
旧
同
和

施
策
事
業
は
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
で
あ
り
反
対
。
金
岡
保

育
所
の
廃
園
及
び
集
約
の
延
期

を
求
め
る
請
願
は
採
択
す
べ
き

で
あ
り
継
続
審
査
に
反
対
。

中

西

進

泰

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お

か
解
体
事
業
に
つ
い
て
は
、
土

地
の
無
償
契
約
が
平
成
四
十
三

年
八
月
ま
で
あ
り
、
性
急
に
解

体
す
る
こ
と
な
く
市
民
の
た
め

の
活
用
方
法
な
ど
、
議
会
も
地

元
も
納
得
す
る
最
後
の
検
証
を

す
る
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

次
に
、
旧
旭
町
庁
舎
の
解
体
に

つ
い
て
は
、
解
体
し
て
新
庁
舎

を
建
設
す
る
よ
り
耐
震
工
事
を

す
る
ほ
う
が
安
上
が
り
で
、
ま

た
建
築
史
的
に
評
価
の
高
い
旧

旭
町
庁
舎
は
、
本
市
の
文
化
的

成
熟
度
の
高
さ
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
建
築
は
求

め
て
も
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。
以
上
の
理
由
か
ら
平
成
二

十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
中
、

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

解
体
事
業
に
伴
う
設
計
委
託
料

と
家
屋
調
査
委
託
料
、
旧
旭
町

庁
舎
の
解
体
を
前
提
と
し
た
新

旭
町
庁
舎
建
設
事
業
に
は
反
対

し
、
以
上
を
除
く
残
余
の
部
分

に
は
賛
成
す
る
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

提
案
説
明

◆
大
阪
維
新
の
会

民
間
の
有
識
者
に
よ
る
東
大

阪
市
議
会
政
務
活
動
費
調
査
等

協
議
会
よ
り
東
大
阪
市
議
長
あ

て
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
現
在
前
払
い
と
な

っ
て
い
る
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
、
後
払
い
方
式
へ
の
変
更
を

検
討
す
べ
き
で
、
そ
れ
が
本
来

の
趣
旨
で
あ
る
と
結
論
が
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
収
支
報
告
書
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
開
示
し
て

い
る
が
、
今
後
は
領
収
書
な
ど

の
添
付
書
類
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
開
示
の
対
象
に
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
協
議
会
の
結

論
を
我
々
は
真
摯
に
受
け
る
べ

き
で
あ
る
。
我
々
も
政
務
活
動

自
体
は
大
切
と
理
解
し
て
お
り
、

費
用
が
い
る
の
も
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
協
議
会
の
ま
と
め

で
は
、
月
額
十
五
万
円
が
交
付

さ
れ
て
い
る
政
務
活
動
費
に
つ

い
て
は
、
減
額
の
検
討
を
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

我
が
会
派
は
、
現
在
政
務
活
動

費
を
使
わ
ず
、
未
来
の
東
大
阪

市
の
た
め
に
工
夫
し
な
が
ら
活

動
し
て
お
り
、
政
務
活
動
費
の

問
題
に
一
歩
も
引
く
こ
と
な
く

条
例
を
提
案
す
る
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

討
論

◆
日
本
共
産
党

東
大
阪
市
議
会
政
務
活
動
費

調
査
等
協
議
会
か
ら
意
見
書
が

本
年
一
月
三
十
日
に
議
長
あ
て

に
提
出
さ
れ
た
。
大
阪
維
新
の

会
は
、
政
務
活
動
費
の
廃
止
、
あ

る
い
は
一
た
ん
停
止
の
条
例
案

を
毎
回
議
会
で
提
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
さ
き
の
意
見
書

で
は
、
重
要
な
事
は
市
政
に
貢

献
す
る
と
い
う
議
員
本
来
の
存

在
意
義
を
実
現
し
、
政
務
活
動

を
活
性
化
す
る
と
い
う
目
的
の

た
め
に
い
か
に
政
務
活
動
費
の

運
用
を
透
明
化
、
適
正
化
す
る

か
、
そ
の
方
法
を
真
摯
に
模
索

す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
は
、
先
ほ
ど

の
提
案
説
明
で
は
一
切
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
大
阪
維
新
の

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
一
元

代
表
制
を
主
張
し
平
成
二
十
八

年
の
六
月
議
会
で
は
、
二
元
代

表
制
を
認
め
る
見
解
を
示
し
た
。

大
阪
維
新
の
会
が
一
元
代
表
制

を
主
張
す
る
な
ら
政
務
活
動
費

の
廃
止
な
ど
も
当
然
で
あ
る
が
、

二
元
代
表
制
の
も
と
で
活
動
し

て
い
る
な
ら
廃
止
が
党
の
方
針

と
し
て
合
致
す
る
の
か
再
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
討
論
と
す
る
。

（２）第１９５号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２９年５月１５日


